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市 内 の 神 社  その２ 
平成１９年丁亥（ひのとい）年もあと半月で終わろうとしています。 

新年を迎えると大勢の人が初詣に行きます。有名な神社から地元の神社までいろいろとあ

りますが、身近な神社のことについて知っていると御利益が増すかもしれません。 

今年１月（２３１号）にも市内の比較的はっきりしている神社について、その神社や祭神

のことを概説しましたが、今回もその続きとして市内の神社について述べてみます。 

 青梅市史に神社、寺院の項目がありまして、そこに神社が３９社載せてあります。これは、

江戸時代に徳川将軍家より「御朱印地」（免税地等）を拝領していた神社であったり、旧郷社

や旧村社で、比較的大きな神社です。その他にも市史には載っていないが、いろいろな神社

が市内にはたくさんあります。神社として、法人格（宗教法人）を持ち、財産（主に土地…

…境内地等）がある神社から、１軒または数軒の家で尊崇しており、財産（土地等）もなく、

その家の所有地の中に存在するものまでいろいろあります。神社として、境内地等の財産を

有し、法人格を有している神社は市内に７０社あり、そのうち６９社が神社庁発行の「神社

名簿」に記載され神社庁の包括神社として宗教活動を行っています。 

 今回はこれらの神社について話を進めてみますが、御祭神に関しては、「合祀」（複数の神

様を合わせ祀ること）が行われているため複数の神様がおられるような場合もあるので、代

表的な御祭神と一般的な神社名について述べます。（明治元年に「神仏分離令」が出た時にか

なり合祀が行われているので、詳細については、そこの宮司さんや総代の方に聞かれるのが

正しいかと思います） 

神明(神)社……御祭神は天照大神（あまてらすおおかみ）で、大もとは「神宮」（通称

は伊勢神宮）です。神明社は神宮の分祀社で、市内には塩船・御岳本町・北小曾木

（勝沼神社・上成木神社も神明社です）にあります。現在全国に１５０００社があ

るといわれています。 

     御祭神の天照大神は、皇室の祖神であり、天上天下をあまねく照らす太陽神であ

るといわれています。鎌倉時代以降御師（神宮の場合「おんし」）たちの布教活動に

よって広まっていったそうですので、市内の神明社も鎌倉時代以降の創建のものが

多いのではないでしょうか。 



八坂神社……御祭神は天照大神の弟にあたる「素戔嗚尊（須佐之男命）で、天ヶ瀬・大柳・

小曾木・梅郷にあります。素戔嗚尊は牛頭天王（ごずてんのう…インドの神）と習

合しているため「てんのうさま」と呼ばれるところも多いようです。祇園祭で有名

な京都の八坂神社が有名で、市内の八坂神社もここの分社と考えられます。この中

で、小曾木の八坂神社は旧村社の社格を有しています。 

八幡神社……御祭神は誉田別天皇（ほんだわけのすめらみこと）で梅郷１丁目と梅郷６丁目

にあります。（八子谷神社（成木）・木下神社（木野下）も元は八幡社であると考え

られる)関東では鎌倉の鶴岡八幡宮が有名ですが､ここは､康平６年(1063)源頼義が

奥州平定に際して京都の石清水八幡宮を勧請したと伝えられている。このことから

考えると、旧村社である梅郷６丁目の下山八幡社は、創建が長久２年(1041）と伝え

られているので、鶴ヶ岡八幡宮より古いことになります。いずれにしても、八幡神

を源氏の守護神として崇めるようになってから源氏の武将が各地に八幡社を勧請す

るようになったようです。稲荷神社と並んで信仰を集めている神社で全国で２５０

００社あるといわれています。 

御嶽(岳)神社……市内には、御岳山上にある武蔵御嶽神社が有名ですが、他に新町・柚木町・

友田・岩蔵(小曾木)にも御嶽神社があります。御祭神は押武金日命（おしたけかな

ひのみこと）他（武蔵御嶽神社は櫛真智命他）で、大和吉野の金峯山蔵王権現を勧

請したと伝えられるところが多いようです。新町・岩蔵・友田の御嶽神社は旧村社、

武蔵御嶽神社は旧府社です。 

          武蔵御嶽神社は社伝によると崇神天皇７年（前90）の創建と伝えられる程歴史が

古く、多くの文化財を所有しています。（国宝他国指定・都指定・市指定多数） 

 今回も、紙面の都合等で全部は載せられませんが、もし、ここが違っているとか、家の近

くにはこういう神社もあるということがありましたら、教えていただけると大変ありがたい

です。 

 その土地土地にある神社は、その土地の歴史を物語っています。ある時突然に神社ができ

たのではなく、誰かが勧請してきたものです。つまり神様は分けて持ち運ぶものであるとい

うことを付け加えておきます。 

 神社名や御祭神のことを調べてみるとその土地の歴史が少しはわかってくるのではないで

しょうか。 

（文責 神森 正） 


